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千
葉
大
学
教
授
法
経
学
部

二
〇
〇
三
年
四
月
一
日

千
葉
大
学
法
経
学
部
法
学
科
長
（
〜
二
〇
〇
四
年
三
月
三
一
日
）

二
〇
〇
四
年
四
月
一
日

千
葉
大
学
教
授
大
学
院
専
門
法
務
研
究
科
に
配
置
換

二
〇
〇
九
年
四
月
一
日

千
葉
大
学
大
学
院
専
門
法
務
研
究
科
長
（
〜
二
〇
一
一
年
三
月
三
一
日
）

二
〇
一
五
年
四
月
一
日

千
葉
大
学
大
学
院
専
門
法
務
研
究
科
長
再
任
（
〜
二
〇
一
六
年
三
月
三
一
日
）

二
〇
一
七
年
四
月
一
日

千
葉
大
学
教
授
大
学
院
社
会
科
学
研
究
院
に
配
置
換

二
〇
二
三
年
三
月
三
一
日

定
年
に
よ
り
退
職
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林

陽
一
先
生

主
要
著
作
目
録

Ⅰ

著
書

（
単
著
）

『
刑
法
に
お
け
る
因
果
関
係
理
論
』（
成
文
堂
・
平
成
一
二
年
九
月
）

（
共
著
）

『
学
習
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
』（
日
本
評
論
社
・
平
成
一
九
年
四
月
）

『
新
・
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
』（
日
本
評
論
社
・
平
成
二
五
年
三
月
）

Ⅱ

論
文

「
刑
法
に
お
け
る
相
当
因
果
関
係
（
１
）
〜
（
４
・
完
）」
法
学
協

会
雑
誌
一
〇
三
巻
七
号
、
九
号
、
一
一
号
、
一
〇
四
巻
一
号
（
東
京

大
学
・
昭
和
六
一
年
七
月
、
九
月
、
一
一
月
、
昭
和
六
二
年
一
月
）

「
財
産
的
情
報
の
刑
法
的
保
護
―
―
解
釈
論
の
見
地
か
ら
―
」
刑
法

雑
誌
三
〇
巻
一
号
（
日
本
刑
法
学
会
・
平
成
元
年
六
月
）

「
因
果
関
係
と
危
険
概
念
」
刑
法
雑
誌
三
三
巻
二
号
（
日
本
刑
法
学

会
・
平
成
五
年
五
月
）

「
相
当
因
果
関
係
論
の
再
検
討
―
最
近
の
判
例
理
論
を
め
ぐ
っ
て
」

刑
法
雑
誌
三
七
巻
三
号
（
日
本
刑
法
学
会
・
平
成
一
〇
年
四
月
）

「
不
能
犯
に
つ
い
て
」
芝
原
邦
爾＝

西
田
典
之＝

井
上
正
仁
編
『
松

尾
浩
也
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集

上
』（
有
斐
閣
・
平
成
一
〇
年
六
月
）

「
わ
が
国
に
お
け
る
客
観
的
帰
属
理
論
―
最
近
の
展
開
を
め
ぐ
っ

て
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
一
三
巻
一
号
（
千
葉
大
学
法
学
会
・
平
成

一
〇
年
七
月
）

「
交
通
過
失
に
お
け
る
過
失
構
造
論
と
危
険
概
念
」
国
際
交
通
安
全

学
会
誌
二
五
巻
一
号
（
国
際
交
通
安
全
学
会
誌
・
平
成
一
一
年
九
月
）

「
共
犯
処
罰
の
限
界
」
法
学
教
室
二
五
五
号
（
有
斐
閣
・
平
成
一
三

年
一
二
月
）

「
結
果
的
加
重
犯
と
因
果
関
係
」
現
代
刑
事
法
五
巻
四
号
（
立
花
書

房
・
平
成
一
五
年
三
月
）

「
わ
い
せ
つ
情
報
と
刑
法
１
７
５
条
」
現
代
刑
事
法
六
巻
一
号
（
立

花
書
房
・
平
成
一
六
年
一
月
）

「
文
書
と
い
う
制
度
に
つ
い
て
―
文
書
偽
造
罪
の
保
護
法
益

（
１
）」
千
葉
大
学
法
学
論
集
二
三
巻
一
号
（
千
葉
大
学
法
学
会
・

平
成
二
〇
年
九
月
）

「
最
近
の
因
果
判
例
と
規
範
理
論
」
研
修
七
五
八
号
（
誌
友
会
事
務

局
研
修
編
集
部
・
平
成
二
三
年
八
月
）

「
危
険
放
置
意
思
と
し
て
の
故
意
」
岩
瀬
徹＝

中
森
喜
彦＝

西
田
典

之
編
『
刑
事
法
・
医
事
法
の
新
た
な
展
開

上

町
野
朔
先
生
古
稀

記
念
』（
信
山
社
・
平
成
二
六
年
三
月
）

「
窃
盗
罪
と
占
有
の
保
護
」
研
修
八
一
四
号
（
誌
友
会
事
務
局
研
修
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編
集
部
・
平
成
二
八
年
四
月
）

「
法
曹
領
域
に
お
け
る
人
材
育
成：

嵐
の
中
の
法
科
大
学
院
」
二
〇

二
〇
年
度
研
究
報
告
書
『
人
材
育
成
に
関
す
る
調
査
研
究：

―
専
門

職
の
養
成
と
任
用
後
の
育
成
に
関
す
る
研
究
―
』（
社
会
福
祉
法
人

横
浜
博
萌
会

子
ど
も
の
虹
情
報
研
修
セ
ン
タ
ー
・
令
和
三
年
九
月
）

Ⅲ

判
例
評
釈
等

「
交
通
反
則
切
符
中
の
供
述
書
を
あ
ら
か
じ
め
承
諾
を
得
て
他
人
名

義
で
作
成
し
た
場
合
と
私
文
書
偽
造
罪
の
成
否
」
警
察
研
究
五
三
巻

八
号
（
良
書
普
及
会
・
昭
和
五
七
年
八
月
）

「
交
通
切
符
又
は
交
通
反
則
切
符
中
の
供
述
書
を
事
前
の
承
諾
を
得

て
他
人
名
義
で
作
成
し
た
場
合
と
私
文
書
偽
造
罪
の
成
否
」
警
察
研

究
五
三
巻
八
号
（
良
書
普
及
会
・
昭
和
五
七
年
八
月
）

「
爆
発
物
取
締
罰
則
三
条
の
罪
の
成
立
要
件
」
警
察
研
究
五
五
巻
九

号
（
良
書
普
及
会
・
昭
和
五
九
年
九
月
）

「
公
文
書
の
内
容
に
改
ざ
ん
を
加
え
た
う
え
そ
の
コ
ピ
ー
を
作
成
し

た
場
合
の
擬
律
」（
最
二
決
６１
・
６
・
２７
）
判
例
評
論
三
三
六
号
（
判

例
時
報
社
・
昭
和
六
二
年
二
月
）

「『
迷
惑
条
例
』
違
反
と
法
令
の
適
用
範
囲
」（
高
松
高
判
昭
和
六
一

・
一
二
・
二
）
法
学
教
室
八
一
号
（
有
斐
閣
・
昭
和
六
二
年
六
月
）

「
業
務
上
の
過
失
に
よ
り
被
害
者
に
重
傷
を
負
わ
せ
た
後
に
傷
害
の

故
意
を
生
じ
、
さ
ら
に
加
害
行
為
に
及
ん
で
被
害
者
を
死
に
至
ら
せ

た
が
、
死
因
と
な
っ
た
負
傷
が
右
い
ず
れ
の
行
為
に
よ
る
も
の
か
不

明
の
場
合
に
、
業
務
上
過
失
致
死
罪
の
成
立
が
否
定
さ
れ
た
事
例
」

（
東
京
高
判
６３
・
５
・
３１
）
判
例
評
論
三
五
九
号
（
判
例
時
報
社
・
昭

和
六
四
年
一
月
）

「
大
型
自
動
車
の
運
転
者
に
つ
き
走
行
中
の
自
転
車
の
追
抜
き
を
差

し
控
え
る
べ
き
注
意
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
た
事
例
」
警
察
研
究
六
〇

巻
一
号
（
良
書
普
及
会
・
平
成
元
年
一
月
）

「
図
利
加
害
の
意
欲
な
い
し
積
極
的
認
容
と
特
別
背
任
罪
に
お
け
る

図
利
加
害
目
的
」（
最
二
決
６３
・
１１
・
２１
）
判
例
評
論
三
六
七
号
（
判

例
時
報
社
・
平
成
元
年
九
月
）

「
第
三
者
の
行
為
の
介
入
と
因
果
関
係
（
２
）」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト

『
刑
法
判
例
百
選
Ⅰ
総
論
〔
第
３
版
〕』（
有
斐
閣
・
平
成
三
年
四
月
）

「
自
動
車
の
一
時
使
用
と
不
法
領
得
の
意
思
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト

『
刑
法
判
例
百
選
Ⅱ
各
論
〔
第
３
版
〕』（
有
斐
閣
・
平
成
四
年
四
月
）

「
オ
ン
ラ
イ
ン
端
末
機
操
作
に
よ
る
架
空
振
込
と
電
子
計
算
機
使
用

詐
欺
罪
の
成
立
」（
東
京
高
裁
平
成
五
年
六
月
二
九
日
判
決
）『
金
融

判
例
研
究
』
五
号
（
社
団
法
人
金
融
財
政
事
情
研
究
会
・
平
成
七
年

九
月
）

「
第
三
者
の
行
為
の
介
入
と
因
果
関
係
（
２
）」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト

『
刑
法
判
例
百
選
Ⅰ
総
論
〔
第
４
版
〕』（
有
斐
閣
・
平
成
九
年
四
月
）

「
自
動
車
の
一
時
使
用
と
不
法
領
得
の
意
思
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト

『
刑
法
判
例
百
選
Ⅱ
各
論
〔
第
４
版
〕』（
有
斐
閣
・
平
成
九
年
五
月
）

「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
・
デ
リ
バ
リ
ー
の
実
施
と
関
税
法
上
の
禁
制
品

輸
入
罪
の
既
遂
の
成
否
」
現
代
刑
事
法
一
巻
三
号
（
立
花
書
房
・
平

成
一
一
年
二
月
）

林 陽一先生 主要著作目録
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「
現
住
建
造
物
等
放
火
罪
に
お
け
る
現
住
性
」
法
学
教
室
二
二
二
号

別
冊
付
録
『
判
例
セ
レ
ク
ト
’９８
』（
有
斐
閣
・
平
成
一
一
年
三
月
）

「
競
売
手
続
の
妨
害
目
的
で
従
業
員
を
交
替
で
泊
り
込
み
さ
せ
て
い

た
家
屋
に
つ
き
放
火
前
に
右
従
業
員
を
旅
行
に
連
れ
出
し
て
も
刑
法

（
平
成
七
年
改
正
前
の
も
の
）
一
〇
八
条
に
い
う
『
現
ニ
人
ノ
住
居

ニ
使
用
』
す
る
建
造
物
に
当
た
る
と
さ
れ
た
事
例
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

一
五
八
号
（
有
斐
閣
・
平
成
一
一
年
六
月
）

「
信
頼
の
原
則
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
刑
法
の
争
点
〔
第
３
版
〕』

（
有
斐
閣
・
平
成
一
二
年
一
一
月
）

「
住
居
侵
入
罪
の
保
護
法
益
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
刑
法
の
争
点

〔
第
３
版
〕』（
有
斐
閣
・
平
成
一
二
年
一
一
月
）

「
刑
法
の
基
本
理
論
と
基
本
概
念
」
法
学
教
室
二
四
九
号
（
有
斐

閣
・
平
成
一
三
年
六
月
）

「《
鼎
談
》
因
果
関
係
論
の
課
題
と
展
望
」
現
代
刑
事
法
二
六
号

（
現
代
法
律
出
版
・
平
成
一
三
年
一
月
）

「
事
後
強
盗
罪
に
お
け
る
機
会
継
続
性
の
判
断
方
法
」
法
学
教
室
二

六
五
号
（
有
斐
閣
・
平
成
一
四
年
一
〇
月
）

「
被
害
者
の
同
意
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
刑
法
判
例
百
選
Ⅰ
総
論

〔
第
５
版
〕』（
有
斐
閣
・
平
成
一
五
年
四
月
）

「『
職
務
に
関
し
』
の
意
義
（
２
）
―
―
大
学
設
置
審
事
件
」
別
冊

ジ
ュ
リ
ス
ト
『
刑
法
判
例
百
選
Ⅱ
各
論
〔
第
５
版
〕』（
有
斐
閣
・
平

成
一
五
年
四
月
）

「
被
害
者
の
落
ち
度
と
因
果
関
係
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
平
成

一
六
年
度
重
要
判
例
解
説
』（
有
斐
閣
・
平
成
一
七
年
六
月
）

「
結
果
的
加
重
犯
と
因
果
関
係
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
刑
法
判
例
百

選
Ⅰ
総
論
〔
第
６
版
〕』（
有
斐
閣
・
平
成
二
〇
年
二
月
）

「
資
格
の
冒
用
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
刑
法
判
例
百
選
Ⅱ
各
論
〔
第

６
版
〕』（
有
斐
閣
・
平
成
二
〇
年
三
月
）

「
パ
チ
ス
ロ
不
正
遊
戯
行
為
に
窃
盗
罪
が
成
立
す
る
客
体
の
範
囲
」

ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
平
成
二
一
年
度
重
要
判
例
解
説
』（
有
斐

閣
・
平
成
二
二
年
四
月
）

「
第
三
者
の
行
為
の
介
在
と
因
果
関
係
（
１
）」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト

『
刑
法
判
例
百
選
Ⅰ
総
論
〔
第
７
版
〕』（
有
斐
閣
・
平
成
二
六
年
八
月
）

「
親
族
相
盗
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
刑
法
判
例
百
選
Ⅱ
各
論
〔
第
７

版
〕』（
有
斐
閣
・
平
成
二
六
年
八
月
）

「
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
を
確
約
し
て
銀
行
で
口
座
開
設
等
を
申
し

込
み
、
通
帳
等
の
交
付
を
受
け
た
行
為
と
詐
欺
罪
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨

時
増
刊
『
平
成
二
六
年
度
重
要
判
例
解
説
』（
有
斐
閣
・
平
成
二
七

年
四
月
）

「
第
三
者
の
行
為
の
介
在
と
因
果
関
係
（
１
）」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト

『
刑
法
判
例
百
選
Ⅰ
総
論
〔
第
８
版
〕』（
有
斐
閣
・
令
和
二
年
一
一
月
）

「
親
族
相
盗
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
刑
法
判
例
百
選
Ⅱ
各
論
〔
第
８

版
〕』（
有
斐
閣
・
令
和
二
年
一
一
月
）
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